




 

 PMD 児の人格特性を、要求水準検査法により検討してきた。その結果は、つ

ぎのとおりである。 

 1.PMD 児は、先行する体験を手がかりとして、次の行動目標を的確に決定す

ることができない例が多く、設定された目標も十分に達成されていない。 

 2.この傾向は低年令層に顕著であり、加令とともに正常化してくる。 

 このような年令にともなう顕著な変化がみられたので、同一の PMD 児を対象

として、その経年変化を調査した。 


